






研究目的 

子宮内胎児発育遅延,潜在性胎児仮死あるいは子宮内胎児死亡や早産など“ハイリスクイソ

ファント”の頻度は,たとえ管理法や治療学の進歩によって重症型や特殊型妊娠中毒症が漸

減しつゝあるものの,本症においては依然として高率であり,周産期医学の領域における胎

児の発育成長に重大な問題を提示する。 

本症の本態は未だに解明されていないが,病態として注目されるものの一つに全身の末梢

血管の攣縮がある。胎盤はかなりの予備能をもって作動しているとしても本症では子宮胎

盤循環がその一環として減少するから,したがって胎児の発育や生存は当然障害をうける

ことになる。 

このような立場から,正常妊娠および妊娠中毒症から,いわゆる妊娠高血圧症発症への方向

性と病態の進展を予見しうれば,.胎児の成熟度を把握することも可能と思われる。そこで

今回特に妊娠高血圧症の内分泌学的分析を行ってみた。 


